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北海道農業の「形成期」における

　　　農業経営研究の特色

一一 w薫民公報』を巽材として一

1．

2，

3、

藁，　僻究展開の特色

七　　戸　　1謄　　生：

　1　鷺題提起

　．周知のように、億i甥の：農業経営ないし／まそこに生起しつつあるもろもちの

糊獅麟鴨隣する：敵轡づ師な麟1搬織
ち・瞬る課題施蜘鰍・呼啓マい兜1．磨r多くの論カミ

勲られ働欝のす幟購カミ示さ三三轄醜
だが・われ彿がこの鋤礁1す研究を財駅麟で矯書．際に・撫
ふれて、農業経営研究とは一体何か、F何を対象とし、桝を臨髄として、いド

かなる方法で研究を冷こなうべきか」という、一見きわめてプリミティブな

　　　　　　　　　　　　　　一71一．



懐疑にとらわれることが決して少なくな矯・ζζ・も事実である。

　このことは一体何を意味するのであろうか。この場合、さまざまな要因を

あげることができようが、とくにつぎの二点に注鐸する必要があろう。

　一つは、この研究分野に伴いては隠とんど伝統的に、掴別経営の生産技術

的な側面と経営経済的な側面とを相：互に関：連さぜなから、これを総合的・統

一的に把握することを中心課題としてき疲が、このことは端的にいって、互

いに次尤を異にする技術学と経営経済学の二つの体系を、一体いかなる翻点

から、いかなる形で統合するのかという難周を宿命的に背負っていることを

意鎌する。そしてこのような状洗から、ややもすれば技術と経済の錯綜する

「迷路一1の中に入りこみ、ひいて億きわめて端緒的な健疑にとらわれがちに

なる傾向をもつという点があげられよう。

　だがこのような状況は、意業経営研究が展学的な段階から次第に純イヒされ

ていく灘劇毒遮払拠れっっあるのであって、酪科学的姓産蜘｝膏

の研究と社会科学的な生翻難⑩磯縄を心内区分づ囑ことによって、上

述の錯綜した鷺：連を経済的な翻点から一・元的に把握するという方向にそって

農面してきていることはいう擾でもない。

　ところで、このようにこの分野の魚心が経営経済的な｛豊幡に純化する形で

展開していく中で、もう一つの問題が前面に浮びあがってくる。つ繋り社会

科学的な閥題面角にたっという点できゆめて共擁するところの大きい意業経

済学の研究と旋業経営研究とは、一一体いかなる差異をもち、いかなる魚脳を

もつのかという点がそれであって、これをいかに整序し、いか配る形でこの

研究分野の独自性を主張しうるのかという1琶1題がくりかえしなげかけられて

きた。そしてこのような状祝から、ともすれば、農業経営をさして「技術と

経済との結瘤点」とみる従来の「迷路」の中にひきもどされるという傾向を

もっていたのではないかと考えられる。

　しかしながらこのような状祝は、決して凝業経営研究の分野に特有のもの

ではない。たとえば19’1：猛紀の後半に入って、それまで臨業技術釣な側面と

企業の経営経済的な側面とを錯綜させていた一般経営学は、企業の経営経済
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14、
的な側面を独自の領域とする方向にむかって展開しはじめるが、そのような

学問領域の独窃性をめぐって激しい論争が指話された。20世紀の初頭にド

ィ・で数次にわたって統なわれた「私経済学方法論争」がそれである（翫

はここで改めていうまでもあるまい。もっとも農業経済学と農業経営学との

蘭の関連については、いずれの国に冷いても、かように鮮明壕形をとった再

吟味：は澄こなわれぬままに今巳にいたっているといってよかろう。

　したがって、わ才鍵）れが具体的に農業経’滋研究を進めていく際に、しばし

ば「侵i業経営研究とは一体何かゴという懐疑に影そのれるのには、それなり

の理由が充分にあるといってよい。そしてこのような状況が、輿絵に研究を進

めていくのに先だって、多分に形式的に、この研究分野の独自性・均律性を

強調するという転倒した傾向を触発したものと斑解される。

　かっ’て池内信行教授は「経営経宅鋳：学を考察するにあたって、なぜその独磨

的存在の磁を鰍りも先醐耕、臆ら飾の調とい擬晦提起舗

たが、ゆれわれは農業経営研究についても、これと全く面様の懐疑をもたざ

るをえ酷いのである◎

　だが、以上のようにわれわれの懐疑の根源をたどって考えてみると、そこ

に：有力な打豆の手懸りが伏在していることに気付くQす壕わち、これ重での

永膿業経営研究の歴甦ふりかえってみると、そこに膿学的鍛階力・ら

次第に純化してきた過程があり、農業皆済学的な研究との関連を鮮明に意識

せざるをえ習い段階にたちいたっている今顕の状況がある。このような発展

の系譜は、一面では研究の密接の対象と煮っている縫業経営そ煮自休の歴愛

的な展開に照応するものであると綱時に、他面ではこの分野にお・ける研究の

進化・発展の動きを如実に示すものでもあると理解される。したがってこの

ような研究の歴史を克明に検討することを通じてはじめて、この分野の研究

が一個の独立科学としての独自性。自律性を、いかなる意味に旨いて、また

いかなる度合に聞いて獲得するにいたっているかが明らかになろう。あるい

は、仮にその独自性の確立がきわめて脆弱であり、著しく未成熱なものであ

るとしても、その端緒がいかなる形で切り開かれてきたのか、そカをより鞭
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　癩なものにずるをζはどのよう壕欠i縫どのように是正すべ’きか・といった点

　をそ之から学びとることも可能であると：考えられる。

　・塗ζで補では・繍・鱗繊も躯か娩鵬蘇紺る蘇弄繕研究の

搬縢鐸、レて・土述鉱う鰍癒か．らの薪の考察艦み駐とにした・

　　もと蹄定鵬嘘ll据羅にあ容ピそ涯擬郷妨
法融贈騨・と・輪プ暴敵r霞ρ磯の鞭陣1ジ謎れ窃な騨漁
　らな％だが、このいずれの伽｛についても謎わめてささやか韓イ駈か

　さ題てき允にすぎないだめ、ここでは対象とする期間ならびに資：麟をつぎの

　ように眠定して、その枠内での試論にとどめる柔ξにした。すなわち以下で

　対象とする期蘭は190！年（ゆコ≒〉台　駐　　4曇孟：｛三）から19‘ Q1 逕N（大正！〔｝隼）

　にいたる冷よそ20年閥であって、北海二二搬：の三三に長llして．いえば、いわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18》
　ゆる「形成期」の後半から「再：編成期」に移ネ：聾：して．いく過渡卿iにあたる時期

　である。蜂π、ここでもつは．ら依拠しだ資料は曳丁度この欝願〕に北海道庁拓

　殖藻から刊行された『殖民公報」の第1号から鋳董．21い轡（終刊号）綾での

誌耳騨瀕．娘鄭脚、融羅難噸灘であって減ずいそ
　れ．らのすべてか農業経営研究融纏糸の文｝駄とはいえないが、製実の最1業の壷肉

と黙rや．っ誤癩勺凝然即．喫脚御腹燭多し像罐

、樋卵緬8跡熊鋼丁．南rと塑徳穀雨隙とにした・
　　轡と掴撫らび騰三剛畔マいて三訂参ξ：撤訂するの

、，で…　で三飯め・とく縦の三期α三三纏．海馳た獺恋郵

　て、漆：稿の間題意識⑳三三を崩らかにして齢こう。

　　蘇経欝院の駅座うとき・卿わ穂まず・縫ざ鯨御二成細
　編年的な整理にもとつく麟究の質的・澱iき勺な発展の流れの蓮i跡を危ζ頭に浮べ

　るGそして、このような追跡を逓じて、それらの成果を生みだした入々の齢

　かれていた研究諸条件や、それらの入々がいだいた問題意識、そこで駆使さ

　れた研究方法、そこで鐘えられた研究的、慰：考、等々の発展の1遍程が明らかに

　されることを期待する

　　しかし、このようにもっぱら研究薫体に即してとらえら彩る発展の歴史は、
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あく慶でも、考察すべきことがらの一面にすぎない。何故なら、それらの島

々にそのような醸」題意識をいだかせだ研究の客体｝約条件。客体的側灘につい

ての配慮が遠藤しているからである。つまり、それらの点々は、一一体いかな

る箋；歯状演に薩亡してそれぞ脈の品題意識を展開させていったのか、いかな

る鰯莫の解明・解決を志ヂ1警してあらたな研究方法を考えるにいア整ったのか、

といった毒血の検討をぬきにしては、この分野の研究が一つの科学としてい

かに発展してきだかを的確に把握ヲNることが、到底不可能であると考え，られ

るのである。

　したがって、農業経鴬研究が歴史藍i勺潤いかに展開してきたかを問題とする

際には、研究主体：や研究威果についての追跡と購芸臨に、そこで研究の対象と

してとらえた麓粟ないしは養業経’釜重の流れについての認識を不可欠としてい

る。

　そこ．でこのような鯉点にたって、この分野の研究対象とさ灘た北海道憶病

の間窮状演を大謹かに考えると、本格的攻灘拓がほとんど冷こ癒わゴ1てい宏

かった明治維新以麟の鱒期億、厳密癒意味での研究認象を霊だもっていなか

ったといえよう。さらに明治ま0～慧0醸代まで貫、敢府の韓力な拓聴政策

の下で、文意通りの「拓蟄・髄民」が懸δ1摂《：進めら震た齢類であノ）て、この

分野が対象とする去来i簿壕鴬1謎51窮駐の跳躍1題は壕だ前翻にあらわれていなか

ったと考えられる。あえていえば、そこに確立すべき営縫のあり方をめぐっ

て、いわゆる簾西の縫塗経鴬に1趨する理i論の検討や組1亘通勺紹介が、も》）ばら

お・こなわカていたといってよかろう。

　しかし明治30年代に入ると、北海蒲態：戎馬の灘塑力二次第に形成さカるのに

伴い、本来的な’毒忌過程の諸問題がさ震ざ慶な形をとってあらわれるにいた

り、こ．れに触発されて戸畑的な農業経営研ヲ乞が，面体的に展開されることにな

ったと考えられる。この意味で、北海讃の縫業ないしは’爵農の具休的な1三轟題

状洗に即応した研究の源流を求めるとすれば、さしあたり、この明治30年

代以降の騨期が問獲1とされねばなる査い。本綿でとくにこの賑期に注黙した

理由は齢よそ以上のと冷りであるく，以下具体的な検討に入ることにしよう。
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2　考察の対象の概婆

　ここでは、具体的な旋業経営研究の流露の検討に入るまえに、それが薩接

の対象とした簸時の北海道旋業の概況ならびに「時代的背景」について、若

干の整理を試みて冷こうQ

　まず負駆表によって、われわ瀦が対象としている明治30楽章から大正ユ（｝

奪頃にいたる期間の虚莱の概況をみると、単騎面積も浸家戸数もともに明治

30年代に入って急激に増加しはじめ、大正10年頻に一つのピークを形成

していることが判る。とくに開治婆0年頃から以降の：舞密蟻の外延的な拡張は

きかめてめざましいものがあり、これに伴って藁i家1揮当ウの耕軍規下竜、

それまでの2～3ヘクタールの水里から4～5ヘクタールの水弾へと上昇し

た。また作付の内容も大きく変化して、躍層30年頃までは、多分に自給的

な性格をもっていた雑穀（そば、あわ、ひえなど）が麦類や豆類と並んでか

なりの比率を占めていたのが、それ以降になると急速に縮小し、それにとっ

てかわって商品性の著しく高い豆：類や麦類澄よびえん麦が拾頭し、さらに明

治40年頃から以降は：米や馬鈴薯も増加しけじめだ◎さらに北海避の経済全

体の中に占める憂業のウエイトも、鯛治30年代に入ると急速に高塀って、

それまで首位を占めていた水産業にとってかわ．り、大正10年頃にその座を

エ業にめけわたすまでのむよそ20孟1三關は、北海道の総生麗額の35～季0

％を農業部門が占めるという状況が持続したのである。

　だが、こういつためざましい展騰の反面で、いくつかの重大な問題点が次

錆に深刻化しはじめてきたことも見落せない◎すなわち、上述のようにF自

由な±地」を求めて入植する移住農民が急速に増加し、それに伴って耕地の

外延的拡張が急テンポで毒蛾されたにも拘らす、土地所有の面では、とくに

明治30年代ないしは40年代以降になると卑々小作化の傾向が強まって冷

り、大正初年にはついに小作縫の比率が自作農の比率をしのぐにいたり、大

正10年頃になると小作農主流の農家構成が支配的なものとなった。また生

産面では、開墾淺初のいわゆる原生的地力に依存した椋奪農法の欠陥が、畑
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第王表 対’象美朝間にお縛ナるゴヒ～毎う着農業の蚕メ・向

ω　耕地勘よび侵家数の推移

1886
1896
1902
19G7
19玉3
1915
1921
1

i耕地面壁 1宅地率i 駿農家刺 臨 ・1・作別構成

爵　　作1 自小作 小　　作

86　（明19）1 3α0『二町 8L6鱒 1黒和 ・…・
●　7　脚　曹　齢 τ．＿

96　（　29） Io5．8 （～7．3 54、．3 65．ワ ？ 34，．2

02　（　35） 288．9 5虫、4タ 10荏1、8 5L3　　　　｝ 10．6 1　37．5ｫ

G7　（　4，0） ，ふ28．o 52．4 130．7 463 13．3 14，⑪．3

玉3　（　4叫） 580．2 53．3 156．1 44・、3 13．9 4L8

15　（大　の 6833 51．5 1？3．3 ξ12ユ 1磁2 43．2

21　（　10） 854，．6 52．5 18α2 39．5 15．3 45．2

2蜻　（昭　死） i？84．2 48．6 ｝35・3　i 15・6　1 49．1

働　愛産物生産額の推移（単位：千円）

「 　　　　　　　　　　　　　　　甲ﾄ　麦類i四刻大副小馴菜豆ぽ盈5　　種 騰鈴薯
1883観王6）

P893（26）

P9G5（38）

P913伏2）
P919（　8）

　　87

@　176

@2．075

@　569
Sα．639

　　34
C、，1－

@2．602

@5，665

P1，858　　　　…

ずし－

P：認ほ，，。　　　　　「　16．3弓∫⑪11．0982．596i　2．312

@　　　圭．玉づ磯

@　　　7．937

・8国3剛莱一210257濾勲：1讐　　　　　　　，1・・…、…8・｝・・細

　　63

@323
@1．ggc

@3，84，5

R3，099

（3）　産i§葭男ll封三懲鴛・窪蘇慰｛魯奪夏比の垂奮移・

1895
19⑪Q
1906
1910
1914
1917
1920

（

（

（

（大

（

（

一農　業i 畜ラ獲業　　7体　　　，業i水灌参題1 劃
1　　　　　　　し　　　　　　　1

28）

R3）

@　、R9♪

　　20・2鰍135．gi…139・4 G・5　1　0・3　｝　49・6　i

s　鵜隈：1
15．o

ﾊ綿

レも．・集

P．4・．6

P9．5

43） 42．5
・．・　　8．・　i・・．・

9．3 王5．2

1

3） 35ユ　i L1　　　　8．6　　1　26．1 8．？ 203
6）

X）

34・，3

Q4．1

・・「・・■・5．・2・0　　9・8｝193

　8．4　　　　5

P4．81

31．4噸

R6．0

注：　湯重尺震成『⇒ヒ～毎道農i誓言念1評説』、伊謹奏イ変夫編『斗ヒ海；聯にお・ける資・撰三こ

　　　　と農業』、北海道立総含軽済研究所編『北海瀞農業発達史灘（上

　　　　巻）などによって作成した。
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作物を中心とする商品生灘の進巌駕雑って一段と深刻化し、ついに地力聞題

という形をとって露盤されるにいプとるとともに、このような技術的・経済1雪勺

な営麗棊盤iの脆弱さが、冷害・凶作の；被寄を頻繁に蒙るという状祝と交錯し

てあらわれるにいたった。（この冷嵜の深刻さは、たとえば1913年の農

莱生産額の．異常な低下傾鶴の中にきわめて鮮絹にあらわ泊ている。　）

　搭らに、かようにして急速に展開した商品駕の鋤選は、園内的な慰≒済変動

ばかりでなく、繭緑的な経済奪1勢の劉1向によっても、強い影饗をうりること

になり、これらのもろもろの悪条件の中で、協業経営をきわめて流勤的（浮

鋤的）に運営していくという北海遊農業の原茎塁皇ないしは馨質の一面が形威さ

灘ていっ定といってよかろう。そして、i漁時の農業経慧舞嘱系の：文献の中に、

ようやく「経営照代に入っ允撃嵐：嫁、といつ定表現か散梵さ淑るように鳶る

のも、上述のような諸条件。藩既題をぎ1径営的にいかにうけとめ、いかに刻』処

すべきかを考えるべき段階に入りつつあるとい鑓劉題意識が、次第に醸成さ

れっっあったことを；承唆すうもの二考兇られる。はたしてそうであるとすれ

げ、北海透の営農実態に：即した経営1瀟究の源流｛ま、この明治30年代以降の

時期に求められ：ねば鳶る寮レ㍉

　そこでつぎに、この時期に：知ける農劣獣；li営：研究の動向を、その背：景をなす

「暗代的壕三三」とし｝1襖i三づけなから大霞かにみていくと第2茨のごとくであ

る。

　これによると、ここでわれわれが対勲としている期1絹に、　”調V

上重：・要な意1炎をもつとみら療る「お海遊膨レ鷲ゴ来1；；謬地処分法」が制定された賠…

期（崩治so年）に始ま9、緯露戦争壽よび鶴一一次大戦のこ：つの戦争と、そ

れに伴う醸本資本ヨ三義の急タ墓な発慶期を包．念曽し、それがいかゆる「戦後恐慌

」にお・ちこむ時期（大正g年）に1（たる冷よそ20年陶であるが、この起点

と終点を劃する二つのことがらは、こめ類踊の北海道農業の動向、’さらには

旋業経営研究の動同を考える上で、きわめて示唆的であるといわなければな

らない。

一78一



第2褒 対象期蘭に澄ける経営研究ならびに「時代的背景」の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

1897（明30）

．L　　　98
　　　99

　　900

　　　1’
2

i 3

　

4、

拓　殖　法　制　・　農　業襲 　農業経済・農業経営の研 外 事 情

北海道劇有朱母地処分張

全　道　的　大　洪　水 藻渡醐造触麹・論』
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北海道庁「時局に際しての農家の心待」 業経済学研突入門・

（＿ヒ江都比茄で小作争議）

徐帯郡毛利農場で小作争震幾） （農業経営法繍評会囎始）

第1期北海遭拓殖計癒15積年戦闘 目鵬灘絵『北海遙農業縫営法一亟1』

け
よ

アメリカ農業経営学会創立

』一

（辛亥革命）

（道庁に産業調査会を設置） L ヘイズr農業経鴬』

大　凶　作

出：

〕

　　豆鼠金；澱粉威金続出

　（米騒動）

学会・小旋鎌謬問題で論争）　　（第1次世界大戦）

→織譲弊灘

北海道立総合経済醗究所r北海道農業発達史』、奥由亮窪新考魂海道塑隼表』、『近代呂太総合隼表』、二二良司編『北海道農業関係

文静1資料§録』などによって作成。

蠣崎知コミ繍北海道農業慕繕法要説』

出

（有轟武郎『カインの滋藤講　） エレボー『農業経営学汎論』

（北海道帝隠i大学設：立）

ラウルr農業凝営経済学』　　　　　　　　　　　　　　　　　F@　　‘齪R髄灘職纏嚇。告謝　　　塞



　すなわち起点の「北論語国有朱麹耀処分法」は、明治20年代に強力に指

向された欧米式の大恥鹸化の：方肉が全般的に挫折し、これが虚血に小作農i場

制に転化していく状態に即応して、大土蛾祇有制を軸とする拓殖推進の方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幡
を決定的に裏付ける方向として位罎づけら潰ているが、それはと参もな澄さ

ず、もっぱら家族労作的な鍵渠恭発営の創設・確立を志潮する路線の農醐の起

点でもあった。

　そしてこの頃から浸叢経営研究の側爵に冷いても、従来のような欧米先進

諸鼠にお・ける縫集経営研究の祖述的超介ないしは導入か一・段落をつげ、新渡1

戸稲造のr礎業本論』や翻麺弓熊雄のr北海遜：矯』カミあらわされてから以降

は、この分野に鱒蔑する著作のr闘敏期」ないし1葉童「休止期」に入り、もつ

はら現実の経営実態に即応してあらたな研究展開の：方向の模索に沈潜する傾

向が始採ったと考えら煮る（）

　なみ・このことに鷺等して村零す才1ぱ、丁度これと蒔期を同じくして、後進

資藩主嚢圏ドイツにむける小漣経営の残存（ないしは増大）の問題に触発さ

れて、いわゆる大震・小農擾劣露論が鰻鰍され、カウツキーの名著r毒1諜潤題1

が登場していることは、北海遜に冷ける一上述の動向とは薩：接の関連をもって

いないにしても、きわめて興味深いことがらである。

　さらに眼を転じて、北海道がその開拓の巌初から範をとったアメ島津に冷

ける展：桑経営研究の動陶をうかがうと、2（｝世紀の初頭は、H．　C。テーラ

ーやワ㎜レンが実証的な研究方法に依拠して精力的に活錘していた晴期にあ

たり、彼我の研究状混はむしろ共逓するところがきわめて大きかったといっ

てよかろう。

　だが、その後の麓よそ乞0年紬に北海逃農業は前述のような外延的拡張と

さまざま劇謁麩点の深化を内包しながら展開し、第一次大戦下の雑穀景気を

一つのピークにして、戦後恐慌の波に壕きこまれていくことになるQこの簡

にいくたびかの拓殖紺画の樹立があり、さらに大正期に入ってからは「米騒

動」を契機とする北海道産米増殖計画が打ち出されるといった背景もあって

北海道の縫業経営の基本方向は、かなり大きな振幅をもったさまざまな波に

　　　　　　　　　　　　　　　一80一



よっ』ﾄ、はげしぐ動揺することになった。

　このような「賭代予祝」の中で、北海道の凝業経営研究は一体どのような

展鮪を示したのであろうか。これがここでの中心的なテーマであるが、さき

にもふれだように、この轡型の研究動向の手懸りとなるような代表的な著作

は、ほとんど残されていない。そこで、われわれぬ半ば苦肉の策として、こ

の騨ゆ最も網野糊係の「公報．指導誌」として諦紳てい講殖

民公報』を素材にすることにした。

　この雑誌が北海道庁癩艮矧1によって発刊されたのは明治3感年月月である

が、この年は「拓殖10力帯計画」が実施されることになった鎗一年次にあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12｝
たり、この計画の遂行状疫に相，応ずる「撫当者（道庁）の報告書」という性

格がこの雑誌の編集にこめられていた。そのため、この雑誌はただ単なる農

業関係の「公報・指導誌」であるにとどまらず、北海道の資源、産業、法令、

愛実など「自然現象より入文のすみずみにわたり、所々には必要議外国事情

などもいれられ、単なる官の公報とは趣を異にした、精緻にして総合的な褻
　　　　　　　　　　㈱
代の記録となっている。」そして、このような広汎かつ総合的疫編集方針が、

「拓殖10力年計画」の終了後も、それにひ琶つづいて実施された「第一期

北海道拓殖計爾」の遂行過程について屯一貫してつらぬかれ、この計爾が「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114）
第一次世界大戦の影響をうけて大きく変更さ酒るときまで」、つまり大正10

年貝月に終刊号（玉23号）が刊行されるまで持続さ沸ているのである。

　いま、この雑誌に掲載されている農業溺係の論文・隅隅・訣i査結果などを

はじめとする記事を全般的にビソクアップして、その題名魚いしは内容に即

して大きく分類し壕がら、その概要を年表的に示すと第暮表のごとくであゾ・

て、大まかにはつぎの三つの部分、すなわち一つけそのときどきの農業情勢

を示す統計速報や地域墾向の憐報に関する華分、もう一つ眞主として勝庁隣

係の行政措麗や事業概要についての公報に関する部分、そして第三にけ農業

技術や農業経済に間する調査研究や啓蒙指導に関する部分、から構成されて

いることが明らかに叢る。より詳細にその内容に立入ってみていくと、統計

速報や地域動向に関する記事が明治40年代の後半から大1腰に減・少していく

　　　　　　　　　　　　　　　一81一



』第3表r殖民公報』誌上に掲至別れた農業縫係の論文・鞭告・調査記事のグループ別・年次別二項数一・覧
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とともに、行政闘係の公報記事もほぼ同様に減少してお・り、この雑誌の公報

的な機能が次箆にうすれてきていることや、農業技術関係の部分でも、当初

はかなりの頻度であらわれた馬麗や養蚕についての記事が次第に減少して、

農作物の作親や農産物の具覆路に擁する記事が増えてきていることなど、この

期悶に冷ける北海適縫業をめぐるさ衝ざ繁な条件変化の一強がうかがわれる。

また、施1把・輪作、農機具、さらにはわれわれが中心的にとりあげようとし

ている燧業経営に翼翼する都講の記事が、全般的にはきわめて小さなウエイ

トしか屯っていなかったとはいえ、明治感0年代以降になるとやや増撫する

傾向を示していることなども、むそらく当駄の農業塾風の一端を反映するも

のであろう。逆に、主として華族の大農場の概況やr開拓前線」に立地する

農家（とくに「成功せる農家」）を紹介する記事が次第に減って窒ているこ

とも、この問の痴情を如実に示しているといってよかろう。

　では、この鱒三期の経営研究は一舞こどのよう壕竜のであ¢）たかく，つぎにこの

点をみていくことにしよう。

　3　：農業経営研究の内容

　まず前掲第3表でマークした農業経済幸いしは農業経営膜レ係の言露文や調査

報告の主なものを年次別に列挙するとつぎのごとくである。（以下での叙述

の痩池上、そ煮それの文献資料に寄し番号をつけてむく。磯た、こ漁らの文

献に：関連するところの大きいと考，えら騰る農業鴎係の論説や駐車などもカッ

コ書きの形で適宣押入したQな澄こ．の雑誌では一般に執笹考　名力｛iヨ次に示さ

れていないので、ここでも省略した。）

甑1、

酸2

NΩ．3

晦4

　「北海道小農経鰹i’の塔之益」

　「北海道小作人の状況」

（「古用農場の小作人奨励」

（「時局に対する農者の心得」

　「養蚕iの経済試験成績」

　「本道小作三一反歩収支計箪」

　　　　　　　　　　　　一83一
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晦5　　「五町歩模範農場の経営」

融6　　「水田稲作の収支計算試験」

　　　（「本道の人口中心及正中点に齢する研究」

幟7　　「北晃地方小農籔経済調査」

織8　　「普通農莱経営法」

総g　　「農集経営法晶評会の状況」

　　　（「北海i遊農事試験場確麓…事項」

灘｝o　r十町歩混同農業経営法」

　　　（「北海道難業に関する意箆」

織1！　「北海道農業経済に関する貌下の醐題」

磁12　「後志支庁管内王家経済一一班」

晦13　「；衣逆に於ける箆主翼小作j

Nα14　「水害地農業経営法」

灘15　「模範農業経営法」

晦16　「青翠馬櫛大福豆の収支計算」

融17　「農家経済調査」

漁18　「松平農場経営法」

総19　「薄荷栽培の収支i計算」

　　　（「火山灰地と其農業」

磁20　「トラピスト修道院の酪農経営」

漁昆l　r高丘地農業経営注意」

　　　（「農村改良闘題」

酷22　「五町歩模範農場」

鵬28　「雄武堆方に於ける普逓農家経済」

　　　（「；曾我農場小作入五町歩経営法共進会」

　　　（軍童戯農業の改善」　　　　　1．「

晦24二「・海外販路調査」

　　　（「営農者に対する告諭」

一845一
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　　　（r時局後の本道農：業に就きて」

　　　（r時局と宏道農業」

Na　25　r海外販路調査報告」

磁26　「大正七年太道産米一石当生産費」

　　　（「農業経営に間する長郷の告諭」

総2？　「五十町以上の土地に闘する講査」

漁28　「大中農場経営に関する概要」

灘29　ヂ移住者の農家経済に関する概要」

瀧30　「北海道に於ける売買地価小作料及労働賃金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に間する調査」

1Ω18年）

1918年）

1918年
1919年
1920年）

1920年
1920年
1921年

1921年
　つぎに、これらの文献の中から代表的なものをとりだして、その概要をみ

ることにしよう◎

　鵬1の研究は、石狩地方の中等の煙味に立地し5ヘクタールの経’騰葡稽を

保有する農家（これは当時一般的に昌標とさカていた普逓農家の状態を示す）

を想定して、その80％が畑麹化している場含の穀救経営形熊の収益状態を

標礁的な技術条件ならびに価格水礁をもとにして試驚したもので、i当騨のご

く一般的な瀾拓農家の囎墾成二塀麦の「営農類型」を示したものである。この

場合、かなり詳しい耕種状混についての検討や四区五年輪作の採用が前提と

なって論り、さらに、語そらく当鷹の企業的大農堺に礁じたとみらカる企業

的な取支計箪方法（たとえば労賃の箆積り、滅劔償却費の計上費ど）がとら

れていると同腿に、最終的には差引利益金に自家労働》邑稽り労賃を茄鮪：した

額、つま夢擬業厭忌が二二され、これによって普通農敦が「裕に其八三計を立
　　　1線

てうる」ことを示している点などが注臥さ沸る。

　いのぼ当時の理念塑とされた経営状態についての試鐙が齢こ漁わカている

わけであるが、これとほとんど軌を一にする接近方渋が、晦3、醗5、漁6

晦10、などの研究に畏い℃もとら才㍗ている。こ．漁らはいずれも北海逆農藥

試験場¢1経営試験の成果として示されて“るが、対象として想定した経営状

態に即応して、さまざまな的野がこらされていることも見落せ友い。

　たとえば漁6の研究では、当聴上廻地方で始まった水稲直播を念頭に齢い

　　　　　　　　　　　　　　　一8巻一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王6｝
て、移民栽培と直話栽培との得失を．試験場の各「五畝歩つつの試作」データ

にもとつく収支誹算の対比によって検討しているし、齢玉0の研究では、地

味がやや劣る高台地を含む10ヘクタールの経営について、その入植初年度

から経暫収支：が～応の六宮にのる5年毯蓑での「経営発展詣繭」が山雨味され

ている。この拶合は、耕地の開盤造：成や乳牛の増殖や、家具を含む各種の施

設投資、さらには輪作の採用、などといった年次的・動態的な過程をくみこ

んだ試算となっている点が、きのめて特徴的であるQさらにつけ加えていえ

ば、これらの．研究は麓そらく経嘗鍬籔姦いしは鴬農類魏的な試算という性格

に由来するのであろうが、いずれも経営の1瞬講フま展鞠の可能性を強く部象づ

ける現実肯定的な傾向をもっていたことも忘れるわけにはいか献～

　だが絹治410年代に入ると．この種の海賦はほとんどみられなく煮り、環

実の経営実態の把握に重点を灘いた調査研究や㌔そこから帰納的に「あるべ

き方向」をひきだそうとする研究傾向が支瀧的になってくる。

　たとえぼト1α藁の資料は、石狩・鴛知将上橘の小ダ聖母の作物別の収：支概抄己を

事例的に調査した結果（調査出稼は道庁農務譲）であり曳翫7の資料は、北

見の入植後齢よそ更0年を経過し允纒；別農i家の講査データをもとに、この遺

方の普通農家の経済状疵を推測したものである。そしてこういつた実証的壕

研究が大正初年までの潔調を壕すにいたった。瞼8、繊9、穐12、騰14

酷15、晦18、悔22．などの硫究域果はいずれもこの系譜に属するもの

と考えられるので、そのうちの代表的なものを二・三とりあげてみよう。

　晦8の資科は、崩治41年に「北海道農会内に開設したる農業経営法品評
　　　　　　　　　　！「理
会に於て～等震を得九」昂縮皮庁篠路村の約5ヘクタールの個別農家の詳細

な経営記録を示し沈もので、経鴬形態は笈類、豆類、菜種、玉葱などを主流

としつつ、耕馬の縁かに牛3頭、豚1頭、山羊、家禽などもとり入れた「半
　　　　　　　（18）
集約的小農組織」（この表現は原文のままで、冷そらく単なる穀藏経営形態

よりもかなり集約になっていることをさすものであろう。）となってお・り．

経営運営にあたって±地改良や輪作に留意されている点や、生産性・収益性

がきわだって高い点が、高く評緬されている○
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　無論、この経営が第一位に擬賞された理由は以上のような生産上のすぐれ

だ面のみにとどまるものではなくて、より経営華厳餐点から、たとえば園丁
　　　　　　　　　　　　　　　（ユ9）
業腰越の割合がr比較倉㌻其当を得」ていること、「動物資本に対する償却資

　　　　　　　　　　　㈱
金の計算法馬宜しきを得」ていること、「家塾の飼料として副産物の利用を
　　　　　　　　　　⑳
計る等は頗る其当を得」ていることなどが評価され、つぎのような欠点、す

なのち「←1農掛の形状及ひ家厭の配鷺は経鴬．上不便なり、に｝土燈評償婿の価格低

廉に失す．臼家屋の健翌年阪長きに沸き其償却資金の計算少額に失せり鱒蝿異

の修繕費余り少額に失ぜり鋤養畜即興ひ穣産物収入表に不備違糞の点あり尉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22｝
支出の部に懲家労働費と富家用生薫費と重複せるあり」、を含むとはいえ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
「優に宏道小農縫営の模範と壕すに足るへきものと評定」されたのであったg

　上述の審査経過からもうかが羅ラ潰るように、このr晶評会」では経営経済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／2蔚
的な徳点からの管理・運営の良否が最大のチェックポイントをなしていたわ

けであって、とくに農業経営を企業としてとらえ、こ泊を農業簿記的に分析

するという基調が強くうちだされていることに：、われわれは注口し煮け潰ぱ

壕らない。

　そしてこのようなr農業経営纂ljが、その後の締僧：研究に弄いても一馨し

てつらぬか溢ていった。この場合、当麟の北海韓に数多く存在していた小作

大農場の影響がきわめて大碧かつたことけいう綾でも攻いQたとえば融18

の資料は、総面積ユ300ヘクタール余、小作戸数約356戸にのほる松平

農場（イ白爵松平藏亮の所有する上川郡鷹栖村所ぞ薮の小作大農場）の経営管理

の実態を示すものであって、大正元年肇0月に東京で開かカた拓殖博驚会に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？玲
「農塀経営法」として餓贔されて、名誉金牌をうけたものであるが、そ幻は

一面ではかように薩1：大：な農場そ幻自休の逓営管鷺！にかかわると鍔聴に、そこ

に包摂されている個別の小作農の経営の蓮華斎らびに改善の問題とも不可分

の関係をもつ竜のでもあった。つまり一般的にいえば、上述のよう癒「農業

経営縛」はかような巨大農場に：曳いてはじめて実感を伴！・てうけとめうるよ

うに考えら湿るがくそれが小作大農場であることを媒介にして、きわめて零

綱な個別農家に対して竜鷹接的に適用される観点になってい斥と、理解さヵる。
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　事実、たとえは上掲磁9の資料の中で、「品評会」の審査委員長であった

爾鷹次郎は、出晶事例のかなりの跳分か簿記的観点に欠けている点を拙憂し、

「本藍現下の謎業経鴬法をして今後益々之を改良発達ぜしむるには之に慶す

る知識を普及ぜしめさるへからす：是れ主として漫桑簿記の論証を増進せしむ

るに励乃畷の麟講論謙方全て麟鮪ヨ腫き旧く繊デ響1と述べ

ているか、このことは上述のような「賦活経営鋳」が当時の一般農家に冷い

ては必ずしも支配的ではなかったことを示唆しているといえよう。

　そして、このよう）な研究の基調と農業の霧態とのギャップに直弼して、各

地の具体的な農業嘉賞の実態を宇海密に調査しつつ、そ碧ぞ煮の地域に「適当

ぜる模範的農業法を案面しゴ、これを一心に普及させる、という三つの過程

を同糖1的に融合させた：方向がとられることになった。

　臨ユ5の資料は、このよう疫観点に立ってi：妻：1治44年忌ら3力隼計爾でお・

こなわれた驚事指導慕業の概況を示したものであるが、その内容は各支庁管

内に数戸の代表的な「模範農家」を選定し、これに経’煮改良上必要簸資材・

物資の斡旋や実感指導を診こなって、望ましい経鴬法の調査や「案出ゴに役

立てるとともに、選定縫家が極在する都落全体に対しても、物禽の斡旋をふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糖
くむ各種の啓蒙1旛導を麓こなうという臨のであった。

　いわは全道的に：露華タミ鮭拶を設置して、その講査と瞬繍・に指導。菩及を冷こ

癒うという特徴的な治壷フラミ推進されることになつ定わけで凄るが、この：方向

匠：炎；際に億、従来のきのめて1心念的な経営研究（とくに上述のような「農業

経営観」に立脚する経営醗究）から、多分に鰻業技術的な色彩の濃い経鴬研

究（というよりはむしろ値別品塚の農学的な実重癒指導）へと移行していく有

力な契機になつ定とみられる◎馳22の資料も、これとは別に北海道農事試

験場が明治垂0年以来、十勝に設麗してきだ委託実験農場の成果を示したも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
のであるが、「十勝堆方に減て普遜行はるる穀識農組織」をとり、£大豆を

主とし之に小豆、菜豆、麦類、罵鈴縛、玉搦黍、黍等を三箇年輪作法に依り

馳峨合（翫礁営の収支獅己の把繍課が示舗る浸撤っている。

　かくて、この頃から以降の農業経営研究は、農業経営を企業的な観点から
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とらえるという理念的・伝統的な基調を、きわめて形式的に踏襲しつつも、

屯つばら特定農家を対象とする調査資料の蒐集・整理に埋没していく傾向を

深めていったと考えられる。

　だが、この頃から現実の農業絹鴬に冷ける謙虚題がさまざまな形を．とって

露呈しはじめたことは、すでに述べた通りである。それはたとえば佐藤面癖

が執筆した融1三の論文の中でも明確に指滴されているところであって、す

でにヂプラウ漫法」の段階に入った当時の状況からみると、「五町歩単位の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽
普通媒質は或は孫譲積精狭き1で失するの卓論きを得」ざる状態にあり、「十
　　　　　　　　　　　　　　的力
町歩以上二十町歩内外の経営老」を本道慶業の中堅とすべ嚢であるという主

張がだされていると岡鴎；に、広大な鍵積を「占領して独占的経営と称し得へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
き程度の農婁を開設するの余地は現今に於ては甚だ少きものと思われ」、む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餉
しろ「普通の移住農家をして堅実に農業に従事せしむること」が必要である

と述べている。つまり、当薬の±勉嵌有制度に対す樹1逮政的な批判が鋭く加

えられているのであって、このことけ撫欺晦4、繊13、費どの文献でよ

うやくノ」・作農の経営経済的な問題が温三露さ幽はじめていることとも符合する

ものといわ表ければならないO

　さらに佐藤黒闇はこの論文の中で、北海遊に鋤ける米作拡張の’可否をはじ

めとする作物闘鍾に論及し、これをただ単なる北海逆の±抽利解という接点

から限定的にとらえずに、「広く我國の農業経済の全局に渉て郷嚢を下して

然る後に始めて痴愚の解決を得へき」ことがらであると述べ、　「仮りに十町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟描
歩を普通農家の単位とすれは灘簿歩は田舞量にして六町歩け畑島」とし、こ．の

「畑地に対しては燕麦牧：二葦の如き作物を入れ使役用働物の外に繁構竃硝鋤物殊

に牛を農業組織に入るることを勉め普遜の農家と難小規模の農牧穀；調的の紹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但㍗
織を立つることを得は蓋し本道の縫業に一新生面を漉くに至」るであろうと

述べているQ

　つまりこの論文は、上述のような理念的凝多智研究がll官憲としていた輪作

法がいまだ確立されるにいたらず、一方で地力問題があらわれはじめ、他方

では凶作や経済変動に伴う礎業収入の不安定性が深刻化してきた当聴の状洩
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を鋭く指凝し九、緯営と摂政の両案に控たがろ論説といえよう。象たこのよ

うな本沙壌柴の不安定性に1麺連して農業金融潟磁についても書及し、　「本：道

の農叢経済にして病的状態あρとす溢嬉よ適当なる金融を揺ること能はさるは

実に其の病源の一たることを認めさるを冠す」と述べて、本遡の曼；豪がr流

通壷金に欠心するを以て臆孝斗を騨擁するの余ッコなく配んや又破棄を作毒する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘
ことを務めすして遂に知らす識らす掠奪漫業を行ひて重力を減耗するに至る」

境状の打開を、金融面に欝いても皐葱に澄こなうべきことを強く主張してい

るρ

　以上の論讃は19！3年の「盛儀改良闘題」と題する講演要旨や、1916

年の「鷹建i綬諜i’の改喜」と漣聾する論説の中でも一ユ羅1して強鋤されているとこ

ろであって、こ；搾によって竜大凶期に入って、北海遼の縫桑園鴬1瑚題が急激

に藻刻の簾禽を強めていることがうかがわ㌍ようG

　このようにみてくると、前述のように明治昏G年代に入ってから、現実の

農芙経営の驚動に．立入っπ経営研究；が進められるようになり、搭麹に数多く

の実験農家が設定されてその糞’i胃が詳離｛に把；曝さカ．うる条件が墜備さ声てき

たにも拘らず、上述のような深刻か経営画題をめぐる経営的な研究旗果；がほ

とんど残されてい表いことは、馨わめて不可驚なことであるといわ壕ければ

表らない。これは一一体、櫛iを意味するのであろうか。

　この疑1商を蔭接的に解く有力な手懸りは今のところ兇当らないが曳さしあ

たりつぎの三点を薦熱することができよう。

　その舞一点は慶安経済ないしはぎll・菜経営繍孫の研究者（冷よびこの颪の高

等教．育をうけた行跡窟吏）の「屡」の遊だしい薄さである。たとえば明治2（1

年代から昏0年代にフひけて札幌奏学較を卒業；した人i数を数えてみると、農業

・技術関係の諸学科の卒業生が年々倭｛｝～20人以上、副次によっては30人

近くにも達しているのに対して、侵業経済学科のぞ沸「は僅か2～3入にすぎ

、ぬ年次がかな學多く、平賊してもようやく患～5入の水漿に達しているにす

・麟い・膣六ζの却働的・研究主体的鰍緬鰯さ麟げ励よう・

鏡二脈壁に鞭曙脚1究醐細継の燕に迫る餉礁めて
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いったとはいえ、その実態への接近：方法それ自体に問題があったのではない

かという疑問である。すなわち当時の調査が、各蜘域毎に模範的な優鍵農家

を選定し、そこに「種子の配布（牧草を含む）、果檎苗木の配布、桑苗の醗

布、桑園の補助、蚕種の配布、唐墨蚕業補助、印刷物の配窟、家畜家禽特種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋）
卵購入の斡旋、肥料購入の斡旋、其他選挙遂行上の擾助」とともに、専門的

な尊崇鮨滋鎚の実地撫導が加えら才1た上で冷こなわれた「箕態の精査」であ

ったとす；βは、そこでいかに：精密鳶調；査が蔚こなわれたとしても、それは誇

そらく一一般農家の実態、ひいては当無の経憎憎題の実態から写しくかけはな

れたものとならざるをえなかったのではなかろうか。

　さらに第三には、経営研究の側でこのように半ば現実から抽離さぜた形の

「輿態の把握」が齢こなわ泊るようケζなつ允反面で、現実の陛下の技術的。

経営的な二郷を捨；象して、それをもっぱら制度的な野面に野点を於いてとら

えようとする研究分野、つまり農政的・農業輝済的な研究分野が形成さ灘け

じめ、この分野が」二述のような経営纏題の大部分を対象とするにいたったと

いう点が考えら溢る。鰯実、濾2、睡隣2、漁玉3、漁23、卜糠24、勘

27、総28、織29、繊30、などの資料は、’今蔭の表溺でいえば、もっ

ぱら生産関係的な側面の門門に力点をむいた諮蒼，研究の野里であるというこ

とができる。

　たとえば醗2の資料は、こういつた研突傾向の最も端緒的左轟らわ勲であ

って、明治30年代に入って寺家の三分の一を占めるにいたっπ小作蔓が一

体どのような生活条件下にあり、いかなる将来農蓼をもっているかを論じた

報告であるが、小作条件、経済状態、さらにけ衣・食・住の概要などにふ治

つつ、暗に府県各地の小作農の生活状態を想定しながら、　「略書すれば宏道

多数の小作者の状態に曾ては府県よりも安楽なりとの騨察を下すの誤謬友ら
　　　　　吻
さるを認む」と結論しているG

　だが晦12の資料では、いわゆる米麗筆によザ〕て前、期的煮収奪をうけてい

る農民の実態がルポ風に述べられて冷り、さらに晦玉3の資鰹では、懲野老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
をして£成る可く社会に於ける中堅の分子たらしめ以て国家隆盛の基礎」と

　　　　　　　　　　　　　　　一91一



するという観点から、小作増加の原因、小作関係の概洗、地主による小作者

の稼護、明治墨3年に長窟の唱導によって推進された地主会の結成ならびに

概艘、などが詳しく分析されていて、農民の不安・動揺を防止することが急

務であるという政策的な提讐をうちだすというように、かなり変化してきて

いる。

　つまり、同じように小作蘭題に洗騒しているとはいえ、さきにふれた酷患

の調査のような経営的な視角からの接近は捨象されて、もっぱら制度的・政

策的表側擁にしほっだ分析に特化しつつ発展してきていることが如実にうか

がわれるのであり、このような状況の下で、鎧鼠経営研究の側も特異な1鶴姥

祝角を設定する傾向を’ますます強めていかざるをえなくなったと推測さ酒る

のである。

　そして大正2～3年頃から以降になると、もともと少なかった農業経営研

究関係の論文・講査はこの雑誌からほとんど姿を消す。そして折からの第一

次大戦に伴う雑穀景気が、経営的にいかなる彫癖を及ぼしだかといった興味

撮い駒題とはほとんど無翻心な形で、宏適獲産物の七竃問題についての調査

結果が登場するにいたっだ。漁2轟、醗a5がそ溢であって、この講査報告

の執筆者が溶血に前述の灘13の執繁者であっだことを考えあわせると、明

治末年から大正年代にいだる醸期は、折からの農業出題の激化によって、農

政問題の・研究か脚光をあびるようになり特異な「実態の把握」に沈潜してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　、
た農業経営研究の存在は、逆にきわめて影の薄いものになっていったと考え

られるのである。

　な冷、以上のような農業経済諏の研究の始頭に蘭連して付書すれば、前述

の磁2の資料に最も粗朴な形であらわれている府県二王との対比が、この鱒

期にさまざまな形で表霜囲してきていること毛み知とせない。これは無論、

経営研究の面でも、たとえば醜gの南鷹次郎の論説の中にも「太道の農業は

府県に比し概して其組織の大なるを以て大に之か経営に：重きを旧き其研究発

達を促すの必要あり轡〉といっだ叙述がみられるのであるが、府県との相対的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫5｝
な異質性を強調する傾向が昂じて、後年の「北海遵農業優越論」につながっ
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ていくようになった背景も、この時期に端を発しているものと考えられる。

　さて、これらの資料の検討のしめくくりとして、その表題からみて著しく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146）
興味をそそられる大正9年の「農業経営に越する長宮の告諭」についてふれ

て画こう。長官の告諭は、われわれが対象とした期間のなかでも、折にふれ

てさまざまな問題について出されている。たとえば「水害趣帯農楽に付告諭」

とか、軍馬粥の燕麦に閥連して趨されたr燕麦に関する告諭」とか、「気候

不順に付告諭」とか、さらには米騒動に関連した「食米節約に関する告諭」

など、きわめて広汎多岐にわたる◎いずれも殖民地の民心の動揺や経済不安

を未然に防止しようとする配慮をこめて出されだものであろうが、この年の

農業経営に翻する告諭も、第一次大戦終結に伴う畑作好洗の後退を見越して、

農業経営の堅実な合理化の重嚢性を喚起したものであ流，て、作物作付につい

ては販売作物に極端に傾斜することを戒めるとともに輪作や蔭家食糧作物の

重視を求め、霞塚労力の効率を高めて鋭意生産費を軽減するように務め、さ

らに堆．厩肥の増産によって集約化を進めて、「内外市場の幾争に耐へ得るも
　吻
の」とし、余剰労力を利駕した副業（養蚕、養鶏、養豚など）を鴬むことを

要望．する内容となっている、，

　したがってこの告諭窃体は、さきにふれた佐藤禺介の論文にみらカる具体

牲を澄びた闘題提起にくらべてみて亀、はるかに平板的。羅列暦表ものであ

るが、このことはこの毒魚にお・け’る農i業縄営巣f究か、いかに極端な「沈潜期」

ないしは「休止期」に：停滞していたかということとも、あながち蕪関係では

ないように思わ；ねるのである。

　4　研：究展開の特色

　以上のように、北海道農業の「形成期」と呼ば勲ている今世紀初頭の語よ

そ20年間の農業経営研究の動向を『殖民公報』の紙上からうかがうと、つ

ぎのような研究展開の特色ないしは劃期を指摘することができる。

　まず第一に、北海道の営農の誌面的な問題状祝曇（即応した経営研究は、農

業経営を企業としてとらえるきわめて理念的な御点にたって、その端緒がき
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られた。このことは、旧来の農業がほとんど存在していなかった「新天地」

に、欧米に学んだ新しい凝業をうちたてようとナる札幌農学校の学風に由来

するとともに、明治20年代から30年代にか8て、全道各地ではじまった

欧米式の大胆場の経営の存在という実態的な根拠をもっていだ。

　そしてこの傾向は、明治1～0年代に入って奮殺的に各匙の大醍場が挫折し

だのちも、それが小作焼場に転化していぐ中で持続され、むしろ巨大な小作

農場が塔纈な小作毒をを包摂しているという状祝を媒介にして悔一般的な塚族

労作経営に対しても．理念的に轡型されるべき方向としてつらぬかれていっ

た。そのため、野葬的な翻点からの経済欝欝に立脚する経営試算や、経営設

計が、当鱒の研究の基i謁をなし、これにそったヂ経墨壷」の指導・鷹：蒙が進

めらカπつ

　だが籏二に、北海遵の母国が急速に進み、農i家が次第に「経営段階」に移

行していく明治40年代に入ると、そ；搾までの理論的な試算に終始する経鴬

研究けほとんどみられなくなり悔現鋸の縦営実態に即して帰納的に研究を進

めようとする実証的な研究の遍程へと農罰していく。このことは各種の初歩

的野経営実態の諮査研究の漉麹や、「憂葉経鴬法品評会」の開催からもうか

がわおるし、それまでの札幌漉学校ないし猷その後身である東北帝臨大学農

科大学に澄げる謎業経済学科の学生の卒業論文のかなりの部分が、農場設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48！
をテーマとするものによって占められていπのが、この頃から急速に滅少し

てきていることからも准員【1で着る．

　そしてこの過程で、企業的攻縛点に立脚する伝統的な経営研究は、現実の

憂家の実態とのギヤソプに書跡し、調査研究と啓蒙詣導とを同購的に遂行す

るというきわめて凶難かっ：危険な展槻を疑ることになった。つまり経鴬研究

の上からいってきわめて凶難であるという意味は、医学になぞらえていえば

生理ないしは病理の研究を詮こないつつ、臨昧iを澄こなうという状祝をさす

のであり、きわめて危険であるという意昧は、もっぱら臨床的液七難のみに

気をとられて、その前提であるべき研究がゆるがせになるという状洗をさす◎

　かくて第三に、明治末年から大正年代に入ると、この分野の研究は、一方
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では農業経営を企業的な評点からとらえるという理念的な基調をきわめて形

式的に踏襲しつつも、実質的にはむしろかえって農学的な色彩を強めながら、

きわめて特異な形で設定された「実態」の調査と、その形式的な弊理に埋没

していくことになつπ。この肌焼に農業経営闘係の代表的な著作が億とんど

残さ沼ていないことや、次第に経営間題が深劇化していくという糊代状況に

も拘らす、この雑誌の紙上にも三下蜘係の論文や謙査報告かみあπらなくな

っていることは、，上述の「危険な：方向」が現実イヒし、もっぱら「三態」に沈

潜する研究の「休止期」に麓ちこんだことを意味するといえよう。

　同時にこの聴期は、農業経済藤の研究が分化し、確立していく時期でも準

っだと考えらカる；が、このことが経営研究をます繁す強く農：学的な側磁へと

傾斜さぜていく一鷹でもあっだといえよう。つ蒼り、元来農業経鴬研究の分

野は農学的な実践の中から分化し、さらにその中から慶・業経済や聡政に回す

る側面を分立させていって、企業としての農業経営のrあり方」を導回する

分野として純化してきπものと考えら勲るが、この段階に冷ける状況け余り

に極端に農業経済や農政に段iする側懸についての間題憲：識を欠落させた結果、

形式的な理念型をひきずりかがら、農学的煮側弼へと迷いこんでいくことに

矯つたと考えられる。

　’では網故、このよう攻：方向にむかりざるをえ痛かったのであろうか（，さし

あπりつぎの二点に・注際する必1票があろうQ

　すなわち第一に前掲雛3表からも明らか表ようにこの時期の北海猶農業尋て

関する生産技術漁’の研究は、きわめて厳行的な状況にあった。そカがとくに

強調されねばならぬのは、施罷・輪作・鋤：カといった側癒や、農機具に騨す

る側面の研究が悲しくたち冷ぐ漁ていて、主として労働対象的な側薦（そカ

も主として作物・家畜の適地性にかかわる研究）に集中していたという点で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
ある。つ駒、そこにうちたてらるべ醗隻業生産の唄休伽（いわば農法

的な「具体像」）はなお・模索の段階に：あったといわなければ疫らない。

　ところが、そのようにきわめて薄弱な実休の上に、農業繹営を企業として

：考えるという理念的・高踏的な経営観にもとつく経営研究がもちこ蜜力たわ
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けで、ひいてはそのよう毒1鰹営研究が対象と｛ノうる「桑休像」を早急に形百気

ませ：ねば疫ら噺いという転舗した状況がそこにあったと．考えられる¢｝：でき硲る。

⊥述のように農業経鴬研うそ1寮覗実の纏業録モ態に：即した研究方向を志殉してい

く表かで、本来そ‘こから分化し’ξでてきた筈の農学的疹僻1弄茗の中に：再び急速

にたち艇っていったのは、凝そらくかような点驚由※するところが大きいも

のと留響えられる。

　錘二に、経営研究が現実の拳：ll嘗実態の準から帰燕魯的に「あるべき姿」をひ

きだそうとする方向に1展i捲し沈のは、窮らかにこの分野の料学的な発展の方

向であった筈なのに、それがき雅めて特・異ゑ1　実態の把握」へと傭向してい

った／東因として、上述のド農業経蛍灸ll」をあまりに｛生急に：製状分：揖の中にも

らこんだという点があげら幻ようGもし仮に鍵念的に考えら浴たrl軽欝像」

壕り懸畢営観」なりと著しくぐいちがう貿蜘濤の璃二：茎があっゾととすれば、何より

もまつ㌔そ』のようなズレをもたらしている婆汰iなり構造なりを微底醗｝に追：求

することかこの笏禽何よりも璽要である。イ帽泣：なら、そのようなズレを含ん

だ経鴬の現輿こそ、早急に打磯しなければならぬ経営間罐の実像に1像か癒ら

ないと考えらのるからである。しかるに、こういつたズレを蔽視することを

癬避iし、むしろすでに多分紅形式的に驚襲するにす藁壕くなっていたので鍵

ないかとさえ思わ虐る伝統的な「経営麹」にi：1諭i執し、こ煎に灘応した対象を

きわめて作為約に設定して、　もっぱらこれを1対象にしたさ玄ざ綾壕灘響査を続

けてき定（これを享ミ証：的な方購と考えて糞た）ところに二、繭題の核心があっ

たとレ㍉動よう。

　このようにみてくると、以上の考察を通じてわカわ溢は、この分野に診け

る研究の最も重要なボ／fントが、飼よ参も竣ず現実に生起しつつあるもろも

ろの経’謡剃題を既旗の理論の枠題みや特定の：祝角にとら；われぬ勧点にたって
　　　　　　　、

的確に魏握していくことからはじめる、という点にあることを今回のように

痛感するのである◎（1974㌔1．！5）
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注

ω矢島武r現代の農業経鴬学』墨頁以下を参照。な細｛棚断夫r農業経営

　経済学の学的体系」（岩片磯回教授返嘗瀧念出版編集委員会『農業経営

　発展の理論』錫収）も参照せよ。

（2／矢騰武「農業経艦三二の発展」（矢鶏武・桜井豊共継『朧業：緯済、学の現状

　と展耀』所収）？5翼以下を参照。

（3）たとえば保志輪「農業技術論」（近藤康勢編『農業経済研究入門』〔新

　版：沸鰍）を参照せよ。蝕むr騨肱蓄細こ側目〕卿繁灘嬉穂氏の論文も

　参照せ」＝o

傾，働たとえは二二学研究グループ編『経営学史』譲源三察；卦片瞬嬬『蜘

　こ醗的二品学。1，古林喜楽・三揮公編『経営経済学嵐質論灘、などを参照。

鰯古林喜楽瓶1『蔵本正誤学史…入と学説一壌／38頁より引1瞳㌔

　と展望磨田富）やジョセフ・ナウ（矢島武麹談）1『農業経営学の系譜轟

　を参照せよ。

総）これらの臆期区分は北海遵立総合軽満：：研究拶鰯i｝緯北海道濃蘂：ζ艦達吏讃の

　それに依拠したQ

（9｝『山山公報講第含参号24頁よ参引1諸1㌔

囎北海滋立総禽※墨済研究勝編『上糧書譲（上巻）第！章を参照Q

傷），q2），㈱，（鋤，奥山亮「管免北海激黛8」（『北海教茸評論」｝篤19～

　20巻三三・努ii刷）18～19頁よ夢引穆。

｛輸『殖民公報』纂3号48頁より引用。

⑯『同上誌』鎮33号28頁参照G

（1？｝『醇吐誌』第4玉号6：頁より引用。

㈱『郷上誌3舞4ユ号？頁より引驚。

〈19），　　（2（〕），　　（2灘，　　（22＞，　　ぐ23＞，　　『　鐸至L！二二　』　第　4・　ユ　一琴〉　玉　　4・～　i　　5　頁　よ　　り　弓i癖諄。

⑳r同上誌』鯖φ1号王5頁～〕6貰にはこの曜評会」の審査規程が示

　されている。
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⑳『同上誌』第71号昏1頁参照Q

㈱『同上誌』鍮轟1考16頁よ鍔開。
（27，『　同＿正二誌　』　第　　6　　6　号　　1　　ミ～　頁　よ　　り　弓1用◎

⑳『1司上誌』第66号15貰以下を参照。

（29身，　　（301，　　　t「　同上誌　』　箆　7　　5　一場　　1　　8　頁　よ　　り　　づ　i用0

6灘，　　（32｝，　　（33♪，　　ぐ34皇），　　　57　f爵」＿圭二詫逡§　薩i鎗　5　　7　号　4・　～　ξ～　頁　よ　　り　　弓　iノ亨肇。

ζ3琶｝，　　｛35＞，　　（37），　　　『　1豆琶＿圭二誌　瓢彗　壼ミ毫；　蓉　　7　号　6　～　8　　頁　よ二　り　弓　｝メ≡ミ筆◎

（38）2　　（39／，　　　『　陶＿圭二誌　』　舞；　5　　？　→毒一　l　　o　～　ユ．　　1　頁　よ　　り　弓　iノ濠弓。

⑳札幌瞬窓会愚札続同窓会題名癖』を参照。

闘『殖民公報』第66号i．5頁より引用。

（働『掌上並置舞？号3“頁より引常。

（43）『　1司＿王二誌　』　第　　6　　1　号　3　　8　質　よ1　重）　弓1牽縁。

（44＞『痛＿ヒ誌』第穿1号16頁より引用。

略噛しぐは桜井鑑r北海道農i業の・優越性に関する再吟味」（『北海道農業

　研究。1繁3号勝馬）を参照。

（婚猛爆幾：公報』嬉1！翫舅華寿戴以下を参照○

（47）『同上誌』嬉113彗2頁よ奥妙溺。

！姻石麗良司編『北海道農業資望文献・資渉｝熱録』（とくにSO頁以下）を

　参照。
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